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膏森県鶴繭部に晃む熱礁片状花闘岩類（薦神岱花麟岩類）
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　　　　　　　　　　　　要　　旨

　青森県南西部の白神岱付近から海岸地帯にかけては，

新第．蕊系の基盤をなLて，花嶺岩類が露出する．この岩

体は，中粒のやや塩基性の岩湘と，粗粒のよ雛酸性の岩

相とに区別することができる、いずれも強い片理．を持つ

ていることが特微である．この片理は両岩相とも，同時

期に，一種の圧砕作用によ畷）て生じたもので，鏡下では

プ羅トクラ、スチック組織を認めることができる．この片

理は，粗粒の岩相グ），ペグ＼瞥タイド貫入の時期に形成さ

れたものである．

婁．、縫　　書

　この花纈岩類に関しては，すでに，青森県　（業9騒猶，

宮城一掲（渓．96！，分析値あ拾）欝，島津光夫（瀞62）濾な

どによつて簡単な記述がなされている．

　今翻筆者両名は，この花崩岩類南半部疑）踏査を行ない

この岩体の特徴である片理¢）性格，その他について一一応

¢）資料を得たので公表したい．ただし，海岸地帯と海床

以外噂は，露出が悪いためもあつて，観察が充分でな

い．これから述べる事実は，第驚図に，片理を警き入れ

てある地域内でみいだ毒れる資料・によるものである、

　霊雰撫1霞嵩募

　また，臼神蕪の111頂部は新第三系に覆われてお聾，花

闘岩類は1、L套麓部だけに分布しザぐいる9瓢、たがつて，こ二の

花騰岩体にr臼神薪麹という名称を付することは，必ず

しも一妥鐵ではないかも知れない。、しかし混叢、を避けるた

め，新称を避け，やはり　ド懸神岳．圭という名称をその窟

窟踏襲す都こと㌶する．

　こ二のノ卦葺歳を寒とめ鵜に凌〉ノ凱つて，　この蝿三二方仰で1霧類寺に嘱葺

究を進めてきた，、1二村匹不膿雄技篤晒懸角清愛技懲㌔平山次

郎技官・盛谷智之技宮からは，関連するいろいるの資料

をマ・た1だくこ二とができた．　野沢｛呆ま支’嘗噌．至．．1鰻欝：筆3技♂欝か

らは，この種の花轟岩類に関して，種々教えていただい

た．また，、ll：三井義郎技宮には，標本の撮影をしていただ

い翫．脱稿するにあたり，以、露り方々紅深甚な感謝の意

を表したい、、

慧．地質概饗

　白1神醤冒鱗瀬量畜灘1はき　中覇導中碧衝謹、疑：とさ離ノている累≒そ鳶／懸∫鰹

一ド粒1の，騰碁倉川！鱒（安農山結牽輝藩桑拳・ノく1．1．躍樂1疑／薫岩一および轟嚢

灰一岩からな！），おそ・らく下部中新世紛，いわゆる：グ夢…

ン簿タフ〉に7蓉1盤・合に拳浅．覆さ藷隙てマ・胤、

　岩ノ質㎜靴からび渉叡ノば’肇　i二い碧髄蕉の，畢了旗謝i矯糸羨岩～や蘇壬薮饗審な

どの貫入岩類とは1「夢撤に区別すぞ流とができる、、たとえ

学一く霧γ）
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ば，こめ岩体南方の須郷1畔絹近には，斑蛎岩醤1・粗＊立玄

武岩・細粒石英閃緑撃1ザ葺英斑岩お．鮫び紛署の欝路、慰群

がみられるけれどもこれらは，、火1戯娯質であつたl！），片

理を持たないなどの、転で，、・窪闘題の花熊岸類とは性質

をヨ異にLている。

　青森・秋潤県境付近紅は，このほかにも，いわゆる墓

盤の花崩岩類が知られている．たとえば，稀森県醐の赤

石川上流や岩木川．1二流などである、しかしこれらはう灘

神岳の1岩体とは，やや岩相を異にしている。

鼠　 野慶ト瓢おけ難欝饗

　現地は，全般酌に胤れば好露出にめぐまれているとは

いえないけれども，海岸沿いだけはきわめて露出状態が

よ　く，　lll慧謬款i（擁論，　暴瀕繕　4k翼】　1こ黛）ノこつて，　講三嶺鐘こ碧マ魚羊な

露頭がほぼ完全に連続している。

　糞、i暴嚥獲分

　暑相は，粒度と窪韓成鉱物の種類や量ゑヒをもとにして，

2大別することができる。すなわち，よt）細粒質のもの

（Aグループの岩相器中粒、，！，雲碍角閃石花梅岩1層英閃

緑岩熱）および’粗粒質のもび）（暮グル・一プジ）緊韓蝋濫粗．粒

角閃石黒雲母花嵐岩～アダメ騨岩質）である（図版タお

よび4）。　そして，こ珪しらの2岩相は，分布や片理の弓魚

弱でさらにいくつかの岩相に匿別される．いまこれを，

仮り紅，A警，A鷺，A撒および鷺璽，き難，8撒の岩相と，北

から分布す愚順序で．名付けることにする　（第2図）。

　以．ヒの諸睾体の，野外における観察事実を表記すると

鐸、！表めようになる．

　漁窯　新第還』累との関係および鞍岩相相盤1の関係

　甕ず，新第蔵、。系とは，不整合関係および断層で接す

る。
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脊森県南藤部に饗、られる片状花縄潅鮭雲類（白神磁薦轟岩類）（片鱒蕉入㌧額沢機）

第　工　i戴　　欝挙申欝花縄憂　類7）野外瓢おける事ノ鷲

岩　　相　　名 A、夏 ．撒蕉 A難 葬夏 難鷲 黙礁

粒 1・1二1　粒ぐ一づ霜やや撫騨蹄 粗　粒（一…部申粒）

岩 質 ．難雲母角閃石蕎英1懇緑滋 角鱒石黒雲母ア　ダメ　幕言装季

片 理轍片捌強片状P ㌧i類溺片状篠髭窄：漆r片 状

　　　　　　　　き　　　　　　　　i　l．i色で有色鍵1

そ鞭）臨、夕職i．物が散在幟

　　　　　　　　i騰岩様）。

全体的に蕎緑iA翼に岡様。
色を，，多びる、1ないし灰熱蹴

　　　　　　　し片麻．響三様、，　い恥は駅，疑瓶。

有

隠欝魏撫耀叢隷i雛鎌臨
灘嚇醐纂鷺幽羅礫轡ヤ
i
冒
『
『

鑛i藻憲挫蛸1灘嚢燵幸 有 有 稀 稀 多

ペ　　　マ　タ　イ 稀 稀 稀

多 少 有

・…需婆は片奪墾にLつ噂ぐ乱されている麟

アプ曇イト 少
，ノト

．メノ 多 少 穂

　σ）東方の山地側では，大半の部分が不整合であつ

て，藤倉川麟の火山岩類に覆われている、不整合の付近

では，花li免、殊類中に，火山岩¢）諸岩脈が多数認められ

る．そして，ごく一喧部（南部の小露il）漆窺，　‘曝緯ぎ象断

層によつて隈られている、

　（雛）燐体¢）北西部は，藤倉川層と磁大間越”鞍夢礪で接

し，一部は同層に，不整合1、覆われている．

　ここで，第鷺系の構造齢注隣してみると，大間越断層

と岩館断層は，ともに地質構造上大きな慧味を持つ断麟

である、そして，前者は爾に傾，斜t，後者は東に傾斜す

る駈断層で蒸大きくみて寮両断層に挾霞れた地域は，背

斜構造の軸部を構成し、ている．し、たがつて，第2図から

わかるように，この花漸岩類は浮両断層間の，背斜購造畠

の軸部にのみ露出していることになる．

　（3）繭部の須郷岬や重近では，約3伊北へ傾斜美げ・た断層

で，第三紀の貫入岩と接している．海だし，鵡の断腰は

小規模のものである。

　次に各岩屠の問の関係を述べよう。

　（嬬）岩・相A簾と岩相篠翌　1潟譲梅川河床に，ややアプラ

イト質の岩相驚が岩相A薫を貫き，あるいは捕獲して

いる露頭がある．そして岩禰Ayの中には，接触地、蘇か

ら丁数葱（）熱の間にわた・つて，岩・相露翼から派盤鑑した1～畿グマ

タイト・やアプライト灘隻力勾貫入し　ぐいる．

　（S）岩相A至，淑と岩相鷺翫再者は断層で接する．

こ¢）断層は幅の広い擾乱帯を作つている。

　（慕〉岩相嫌と岩相A驚両者プ）関係は不明である，

　（7）岩相A蕉と岩相欝蕪；入良川河緯付近で，爾者の

相接する露頭が認められる、そこでは，幅数撒潔一数驚

《灘烹の間で簿一兇して漸稗的に移化レてい纂．ただし，

爾齢は強い片理を持つてお舞，その構造方向は両黙謙も

意ったく同…であ嶺、ノヤ理の形成は，後述のように，両

岩相貫、入申談たはその鍵のこと：湖であ菱から，この地、1慧で

は，本来は箋入関係であつたものが，後の片理の形成の

ために不明瞭にな），漸移的鶴外観を慧するようになつ

たのであろう。

　（呂捲諸、l　A鷺艶置3驚と岩相A灘1爾蒋甫は断麟で接する．

これは北へ約6α）傾余斗した断莞　ε，その断層面に沿つて

糊．粒玄武岩の岩脈が貫7＼している．そしてこの断層は，

岩脈の貫入後，ふたたび濡動し，そのため紅岩脈および

その母岩は擾乱をうけて赤褐色に変色している、粗粒玄

武犀写貫入以．前にすでに断簿、1が生じていたことはき両側の

花海岩の種類および構遣が，大きく不連続的に異なつて

いる鵯とから推定できる．

　暴．講　片　理

　（！）北部地区を別とすオ竃。ば，鳳の花崩岩類の片理はき

わめて明瞭であ1），いずれの露頭でも走嗣・傾斜が簡単

に測定笑きる．レかも，新第三、紀の「火由岩類岩脈の密集

した処以外は乱れが少なく，野外では斉…一的な印象を受

ける．

　傾斜は 般に、悪で凄つて，4び以、Lの擁愉が大半であ

る、走陶は，全体としては北東一南薩性で，申央部が北

茜方向に張妻出してお参，その張！）出しの両側の，走向

が“変ぐる処が，断層でずれてい恐．この北東…薄瀟性

の方向性は興味深く，従来か荘知られてい恐東北地方基

盤類の多くの方向性（南北また．は北北酉一南爾東）とは

拶纂な）ている．

　（2）この花醐岩醤1のうち，片選のそれぽど強くない処

は，各地で普通に昆、られる片状花網岩程魔ヂ）外観を示し

奮一（総）



地質調　釜駈鱒報　 （第！雛巻　第2響）

てい篇が，片理の強い処，たとえばA璽や暮鷺の藻鉾滞こ

は，一孫戴のノ・粋蒜楚1（貰1三片躇鋒蕪｝器（）授無鷹黛鷺熱＄）が生¢て

いる（図版ヌおよび3）．お蔓ヴ）跨相じの例を述べ勲と

長径数瓢m以鉦の長着・石英を敵i）巻いて，有魚鉱物を

含む細粒質の部分が波状にうねつており，揚醗によつて

は斑状の力犠長石（ピンク色を帯びることが多い）が、兇

払れるために，眼球片麻躊、といつてよい岩相を示してい

る．後に述謡ミる鏡下ダ＞1盤質から1灘らめ》な．柔うに，こ“）構

造は …一種の圧砕賛ま絹によつて妻．膿たもグ）であるが，その

作用を最も強＼鷺けた部分は，一…層細粒質で結鵡片岩様

の片理を示し，ミ鷲ナイトとしての外観を．ll駐、ている。

　（3〉次に，片懇！と，　藝グノレーア。の粗粒岩相中にみらオも

るペグマタイ1・脈と4）間／こは，次に述べる，めな注ll／す

ハミき二灘叢力還認羨ら才しる，そオしは，とくに，木菱莚蕉禁瀬鐸客力蔦罫

入艮川測ヂ：1にかけての獅菱の岩相中で観桑される鑛実で

あるむこのペグマタ自イト脈の産状に1汰二避繋）あり，　一部

のペグマタずト脈は母暴1をクリーンノ警カットで切つてい

るが，一・部のペグマタイト脈は，片理によつて乱された

1），逆にペグツタイトが替難を乱Lノてた状態を示してい

る、しかし雪既され・た夢シとはいつても，ペグマタイト脈

や茸懸が折れた妻，小さな断層で不連続になーているこ

とはきわめてまれで，　麟理、がペグマタギ　ト鰭接する部分

で《噛つで夢お三），あるいはペグ桜弓絹・脈が不規則に

膨縮L、ながら走つている．そのうえ，ペグマタィ1・内部

にも擾乱を受けた形跡が認められた韓，擾乱のためにペ

グ撃タイトと母岩との境界が不明瞭轍なつている汐／もあ

る．これらの現象は，要するに，茸理の形成と，一h部

（初期）のペグマタイト貫入とが，醐寺期に趨こ環）たこ

とを譲三明している、

　なお，　アプラでト脈の薫畿岩に対する関イ系はすべてクリ

ーン㌧カットである雛

　（紛巌後に，Aグルー一プの岩相の片理についてである

が，すでに述べたように，入良州酬i付近の，馨襯A鷺

と岩相藝羅ぴ）接触部で．兇る限1），爾岩相の片理の走跨・

傾余／は完．全に平行である．し、たがつて，両者の片理は，

1講購急i期に形成さ考もたことがわかる．

　Aグループの岩相中のペグマタイトは，きわめて少な

いので均片理とそれとの関係に関して，断定的な、ことは

いえない．しかし，兇られる眼！ラクジーン・カツトで接

している、また，それとは矧／に，木蓮コ部落付迂寮こ無数

に晃られる，A黛の岩相の転石に注意してみると，図版

！に示されるように，片理方向に引きのばさ淑、たペグ撃

タイ！・質の部分が発達している．しかしこの部分は，閉

ぢた形で，しかもぽんやiりした境界のものが多く，いま

まで一述べてきたような蛙露菱イ生のもの1であるという魏三！処が

ない．したがつて，黎グループダ）場漁のような推論が成

り二～薫つものカ・，凌）るいは，ま導に，局謝狛勺に，階曝i墨テ杉ノ戎と

同時にペヅマ財ト質の部分が熱じただけなのか判然と
しノな』・、、

　また，津梅川上流の岩棺A茎と岩相獅との接触部付

近で観痙すると，岩藤1嚢亙のペゲでタギトで，A翌の岩

相中に貫入してレ・るものの一部は費その片理に平行に，

膨縮しながら走つている．この事実は，Aグループの岩

縮の片理形成も鷺グループの撃相の一部のペグマタイト

：欝入と岡時期であることを示し・ている。

鑑　鏡下におけ難讐碁糞

　墨漁　岩質と縄織

　最初に述ぺた．数う紅ラA薫，A鷺，A欝の3岩相は片理の

彊潤馨といつ　異は為差籍三す鴫るが鉾ヌ取来は夕1司一のグ》レー一プ

～属すべきものと灘えられる。至3窯，董搬，墨3蟹の3岩・相の

場合も同様である．

　Aグル…ヅの岩署グ）構成鉱物は，　（本来は）おもに斜

長・蒼ゼ費英・普通鶴1｝資石・黒雲母および少・量¢）カリ長石

から｝溝残黛さ浄Lておi），　（マ釜崩閃編驚岩質指一）．石英：拶嚇景岩質酔

の花嵐岩である。

　ミ3グループの岩石は，おもに藤英・斜長着・カリ長1石

・黒舞、母および少量の普通角閃石から構成されてお警，

アダメ獄岩質の花醐岩である．

　つぎに簿齢なミ鷲ナイト鎌組織であるが，肉眼で認め

られる片理の強弱と，濁1コナイト様組織の強弱とは，必

ずしも完全い対応しているわけではない．たとえば，A蛋

の景｝祥1の勧るもののように，肉眼的には弱い片翌襲1がみら

れても，鏡下ではミ雛ナイト様組織がほとんど認められ

ない場喜がある。しかしこれはむしろ例外で，調査範麟

ではほぼ岩体全部が毒コナイト化作用を受けてお玄），一

般的には肉眼的に片理の強い部分ほどよ1）はなはだしく

業鴬づずトfであつて，強い片理は，一種¢）圧砕作用に

よーて生したものということができる（ここでは，広義

副）圧．鉾イ乍、扇に1よつて生篶たもの，．という単糸屯な意味でミ1

灘ナイト様組織という名勅くを用いた）。

　この勲コナイト様組織の鏡下における特徴は、全体的

に完全な結晶質であ勢，　ヂ粗粒部」とi叫細粒部、1に明瞭

に分けられ1ることである．いま，代表的なものについて

略趨菰し、てみ・、よう章

　まず粗粒の結晶は，ノ蒸孫彗乍用を受け⇔前続鱒酎鵡Lてい

たと考えられる結晶であ聾，1、鋼れ漏が生じた勢，周辺部

が粒状化したi）する機械的な、破砕作用や，緑泥石化作用

などの変質作用が頻繁に1認められる．細粒部では，結晶

粒の大きさは必ずしも一定せず，全体撚．て粗粒結照を

亙（）一一（蟹1）
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波状に取！り巻いて，片理方同に流オしる繊理様組織を承L、6

てヤ・る轟メヤ・理力誌懸《も昏魚く筆　1殉轟艮良㌻にも蔑聡ラ㌻・イト／莱を墨誌

州歩る湖三づンて強激き　ソく注棒の謝を分力無l／学繭にタリをす畝る糸繰紅渡潅 尾凝ド欝

その中に，眼球状の，粗粒結麟の破砕され残！り（脚r油y一

驚C1織〉が散在している（図版§）．

　以．1二二の類叢は，強片状の岩体に関レてであるが，弱

い，ないしは申程度のパ理を持つ岩相では，やや様子が

異な燈．そこでは，細粒結晶が粕粒糸舗に比較気〆丸少滋

で，流理．様組織は必ずしも顕著ではなく，むしろ半深成

岩類似の，花嵐斑岩などに．発られるような組織を示し．て

いる葭

　し・かし，分布状態を観察L．てみると，弱片状部だけが

周辺相としての半深成擬と：は考えられない。康た，半深

成岩質とはいつても，典型的な半深成燐とは、異なつて，

弱いながら破砕作、用綾変質作用が認められるし，典i整的

なミ羅ナイト様組織の部分と，はげしく（同一薄片1醸こ1

おいてすら），　連続的に移化している．それゆえ．この

組織は，強片状部が，粗粒結晶と細粒縞、1置此に区別され

恐のと，本質的には，同様の組織と解すべきであろう．

　（i瀬坂6）阜

　盗．嚢　Aグ瑠一プ岩獺の鉱物

　ミニの、岩属ぴ．）主要構成鉱物の光学性の大要は第露表に示

L、、ておいた．ここではその補足．葺項駕述べる．

　・切盤鑑の余斗長躍ぼを洩一一・，般鐙中哲…長・階ニギー『曹／天長畢ず　（A鼎　3慕酬

5§露）である、

　斗貨ナギト様組織の強い岩体では，割れや粒状化が認

められ，楕円形化している、比較的石灰！．ξ¢）中心部は絹

灘母化作用などの変質作、萌をうけ，縁辺部には，A叢／30

％（豪たは，よ！）ソーダ質）逆）部分が取！）巻いてい恐．気翼

ナでト様部分の糸爾粒の結贔は，A職＄（）駕以下の，よ勢ソ

ーダ禦ξ騨）恭理麟．葦で餐　至，〆素ごし／護（、カリ；浸牽ギに携ミす帖る壌湯・含〉鱒オく

滴状または蠕虫状の・石英を含み，ミルメカイト組織を示

している。ミ鞠ナイト様組織を示肇職花纐岩中に，黛．歩メカ

ィト組織を示す斜長石が多いことは，すでに領家帯の太

鰻切花纈岩の賜合においても注意懲弓rいだ事実である．、

　（ノヤ蕪三1興率舞、ll｝　叢、§6i）慰、、

　石英は，勲慧ナイト様組織の強い渥、i体では割れや粒状

化が琶1立つてい誉、細恥7）智繍は，単独に，または他の

細粒結贔とともに1響ザイク組織を示し，ドているぴ2皮動消光

はごく少i数の藩．1贔だけに認められ姦．なお細粒結晶全体

融うちでは，1石英が最も多嚢で，これだけが集合してい

る部分が多く，この部分は，長石¢）蜜鴛．る部分よ聾もや

・や1粗．業欝で藷　ノセ憩蓬力縣跨達“）糸田堆廉）1犬まノ胤／激フ鄭一ノレ謹犬をなし叩ぐマ・

孫　（1勲場蔓5二およ鴛罫6）幕

難』一（も難）



護1質欝1豊拶芋湘潮蔓　（講茎

　力洗疑着は，少量の，閥隙充遷繋の結晶である、，X練

離｝宋濃モに、よればラ箕ll親縫マ三ずと才数余絃繋1蒼とグ）揮1．暫が）存在づ→

る．鏡下紅おいて，格子状構造（織磁（lri海お雛ま薇驚影）

が部分的にでも存在する落、1は微斜長石，存在しない結

離、凝i三長石であると発なLてさ毛、つかえない、，1枚の薄

片1擁で礪嘗長コ蕎と審敬斜長・蕎が麟時に辱，応められることもあ

る．　業鷲牽イト様部の細粒結贔は，例外なく微余卜長鑛龍で

あるα

　黒雲母は，すべて緑色を帯びているのが特徴である。

類駕ナィト様組織の岩体申では，1夢譲んどの結晶が拷開

面に沿つて滑つた1），撰ヨげら1駕たIPしてお紅），§醐浄に諮議

泥1賀化作用などの変質イ乍用を蒙つてレ・る。また少数例と

L〆て，新た藩こ結離1しているとみられる細粒鱗階捕状グ）緑・色

離贔も存在する。慧れは強片状岩体の細粒部に養ときど

き1生移ているもので，　鎌形／空が比ll嚢究門協漁く，菊箭蕪暮である

ことから跡て，大型，峯晶の破／rとは灘えられないもので

ある．ただL，　多色娯三などの光疇麟塗はヅ型結1粘と差がな

い資

　鎌通角閃蒼は，一…般に，鮮やかな，地較1約濃・色の緑色

または青緑色の結贔である。そして少数例では緑色のも

のと，書緑色のものとが累鵜；構造を示している　（lil心部

が編ヤ魚），、　光至軸角は／雛鮫1君1勺小さく　（2V（一）器54一乏獄“）葵

光学的分散が入きいのが特徴である。蔀窯ナイト様の馨

体では，藩熱鞘の緊形や，藩議溌二籍化作用，曇考開面鐙澱う方

解1費・ド騨マずトの照出などが認繍られる．窟た強い荒

理を示す部分に，叢れに，ポイキリチックで，比較的自

形に近い，新鮮な小型結熱が生じていることがある．産

状からみて，大型結簸の破茸とは簿えられず，また光学

性も異、なることから，i新た1に生じた結躍1であると推定さ

れる．その代表例では，薯炎緑色，2V（一一）＝7i。，光学的

分散は普通である、

　翻成テ鉱物としては．ミ雛ナギト様組織の務い岩相．1二1

では，才敏　髪の薄燐灰畢ギや幾　鉱が、晃られるに過ぎない．　しカ・

し業翼ナイ　ト1様組藩織び）強レ・部分で麺：，第2表に示したよ

うな糞者鍵麟脅が，かな）1頚茎箸に賛忍ダ　れる．こゲ）う池，ア

ラナイi・は，自形の結鹸であ！），緑簾石（逡撒灘螢撒聯羅一

韓◎の憲ξ季．ミをなして灌する．このような産状のアヲナイ

トは，杉山隆瓢（1縫駕）輸／こよつても氾述されている．

　墨．慧　鍵グループの蟻相の鉱物

　翠跨箋の産状は，Aグノレーペプの揚合とほ韓葺稀様である．

余継藁望霧汰ごく馨弓ヤ・累…欝季舞造一を湘・し，／戎分韓1ソー一ダ1鐵中馳紅

鑛董翠ぎである、ただし紳穣立恭藻纂は葬一緩没に穿よ参ソー一ダ餐ξ

である．産状はAグル・一プの媛顎と懸1劇司様である．療

ジ長苓に葱ll三長石と：睾雛斜長石がみられることもAグル・一プ

の蛙｝鞘と簡様である葛た：だし，産状はやや異な、1），ま 的

第2鋤
には斜畏石より多い場合があ1），既述のような長さ数

漁m以、上の斑状結贔びン揚合が少なくない。、黒霊母・普通

角閃貰（やは！）光lli由角は小さい）および副／戎分鉱物に関し

ては，Aグ．庵一プの旛相 1二1で述べた事実と大差はない．

　このように，量の多少は別として，両グループの鉱物

の擦欝は，斜長コ蒼の成分が潮芦1二異なる、・、璽を除けば，きわ

めで類似している。

碁．　電濃ナイト様組織

　（i）いままで述べてきたように，この花嵐鰻類の片理

の強い部分は鏡下で観察する撫類叢ナイト様組織を示し

ている．もう一度繰iラ返してその特徴を述ぺると，ミ駐ず

比較的明瞭に斑晶状の癒粒経議と，撃トジックス状の細

粒の結麟とに区別するこ蕊ができる。そ践』ぐ糊．粒の結凝1

は初生のものであi），機械約な破砕俘用や変質作用をう

けている、細粒の結毒のうちラ大半ヂ）部分は新たに1雛1出

した鉱物であ！），一部は粗粒鉱物の細分された破片であ

る帯纏者のヂ新たに」熱出したという理由は，それらが

残麟を雑えず，単純な董一ザイク状集合をしている新鮮な

結晶だ力激であ〆）て，主として磨漿の残液から品出した

隻、（ノ）に違レ・ノ孟マ・。　しノこ力糞ノ）げぐ，　レ・ま塞vで1ま莫蟹零とミこ雛づ一

イト様組織と称してきたが，厳密にいえば，プ買トクラ

スチツク組繍転といつた1方が・妥鐵で凌〉る。

　（2）上記の細粒4）新生鉱物ぴ坤では，宥英が最も多く

そグ）ほ力縛ごは／敷余1長畢ぎ・ソーダ選慧余1絃藁畢ず・ミノレ・メカイト

継織を示す斜長苓畷！．雲母・淡緑色普艦驚閃蒼および副

成分鉱物がみいだされる．

　この副成分鉱物というぴ）は，細粒部に独立の結晶とし
堕
u
散
在 するものに便宜的に名付けた名称であつて，同種

のlll物でも，い憲までは，はつきiり粗粒鉱物をその揚所

で交代しているものに対してはド変質鉱物憾，　として記

述してきた．しかし実は，爾者の間に，種類の上からみ

ても，産状からみても，明確な区別の線を引くことはで

きない。しかも爾・者の大多数は，圧砕作用の時期または

その薩後に生膿たものと考えられ，それ以後風化作用な

，どで生じたものはあつた、継ノてもごく少鐵である．結

局，ここで副成、分鉱物としたものは，成鶉的にみれば，

粗粒鉱物から（変質作用で）派生した二次的鉱物である

（初生鉱物に対する変質作用がなかつたならば，こび）種

の1鉱ζ物は，晶出しな．かつたであろう⇔）。

　この新生鉱物は，もちろん背理形成時の物理的条件下

で安定であつた鉱物である．これに対して，初生鉱物と

t〆て．糀られる，A灘3G駕以上の斜長石や，濃色の普通

角閃石ならびに，正長石は，細粒結晶としてはみられな

いから，片理形成時にはすでに不安定であつたと考えら

12一一（92）



穐森県繭藤部に箆られる片状花醐岩類（磁神鐵花織岩類〉（片欝羅人・大沢穰）

れる．

　このことからわかるように，初生の粗粒鉱物に比較し

て，ナ1理形成時に生じ．た鉱物は，明らかに低潟条件の鉱

物である．

　（3）つぎに，この花轟岩類の大きな特微は，石英その

他に波動消光があま！）みいだされない徽とである．とい

うのは，後に述べる他地域のプ篭駕トクラ鱗チック纏織の

花簡岩は，石英などの顕著な波動消光が大きな特徴にな

つているからである。この鑛合，初生の；饗英などに波動

消光があ窟贅みられないのは，問題の圧砕作用が瞬結後

に起きたことではなくて，まだ流体が結鼎の澗囲に残存

していた時期のできごとであることを示すものであろ

う．つま夢，プ騨トクラスチック組織としての典型的な

特・徴と鳶えてよいであるう。

　蜜た細粒の石英や長石が波動消光も定方位に紳びた結

晶形をもほとんど承さないのは，それらの畠出時には，

強い！王砕作用は終愚、していた事実を示している．

　．昆方を変えるならば，華ボ英に波動消光が認められるの

は艶圧ぞ浄作用が園紀ll後1こ憲で及んでいた1ことを示す噂もの

である。多くのプ雛｝・クラスチ艶ク花嶺岩が，あま餐新

鮮な外観を示さないのは，圃結後の圧砕作ノ讐によるので

はな力誌ろうか窮

　（紛最後に，この花嵐岩類の貫入から圏結までの経遍

を追つてみることにづ㎎恐。

　ここで煮の花崩岩類の大きくみた構遣概念図を示すと

第3図のようになる、今回の調査範囲に関する限塗，北瞬

　　　　　〆
　　　　　、〆
北豪部／〆
　　　、／

　　　　／　〆
　　　〆
　　　／’　，／

　　　　　／〆
　　　　　身
　　　　　目

南西部〆

　－／／　〆　　　　　　　ノ
ニ◇ムン賦／／〆

　　雛3　麟　　 撫神鐵裟鰍綺葦餐鞭1の構燈概1慧麟

〆

／

一一南東性の2本の断層で北東・中央・南西部にs分され，

圧砕作用を強く受けた岩相は，中央に分布レている。こ

の図力　奨糊析すると鋲この才薦嶺1岩業頁は，（再叢面的にみて〉

群で表わされるよう癒強い衝動的な方向駈を受け，その

ために雲完全．に騰i糸吉していなかつたタ響体内吝i玉に葦藝撰薬を歪麹

じ，フ嘱トクラスチック組織がで器た．その際，最も強

く方向圧をうけた中央部は，大きく湾曲し，引きずられ

て爾側との閥にずれを生じたものと考えられる．

　なお，すでに述べた滋とからわかるように，　Aグ＞レー～

プおよび慧グノiか一プの露是垂相に舞季する素王嶺蕪作用は肇闘時

期の（おそらく大きくみれば強幽だけの）できごとであ

る章そ叡、は，　r群郵；控i醐楚華とも，凝チ灘｛磐用が窄欝なわ津1。葛

だけの，火成作用の余脈を保ち，寒だ完全／こは國結して

いなかつた時期である．その時期は，野外の観察から，

後か藤，鐸入した鷺グループξ）花騰燐のペダマタイト期初ン

期であることがわかつている。したがつて，両花繍岩の

貫入は，きわめて近接した時期の，文字通！フの　鎌鵜灘一

＄1囎癬撚睡騰であつた．と解される．

　なお，この事実と両マ趨萄量｝の鷲蓉3盤三の鉱燵勢¢）簿牽重楽夷と

性繋が類似してい蕎灘実とは無関係ではないであ罫う．

この鉱物学的の蘂実は，懸結時の爾花／激岩が，同……物理

的条件下にあつたことを示すものであろうから．

　（のこ慧で震だ残された問題は，圧砕化を受けたのは

一度一貫入した後の静・、ll、状態の時だつたのか，、L欝しつつ

ある時だつたのか一一一ということである，

　泰きに，圧砕された部ンが，半深成岩類似の組織を示

している事実を述べたが，このことから，常識的にみて

締1粒糸霧鹸、1の晶出は，粗粒糸融llの躍1出韓比1鮫して，　「、よ聾

後れた時期」であ勢，そ¢）講献1、懸鷹は肇　i㎜よ舞急1敷」で

あつたと考えるべぎである、、窯た，融1．難欝の温度は，細

粒結鹸の韻、i覇寺の方が「よ婁低梅雛であつた、このよう

な諸条件を嗣時に満足するためには，花晦岩が最初か爵

蓑塾l／二状態にあつた，とす愚よりも，むレろ，爾蓄とも貫

ノ、、1昇しつつある時薄暴こ／三1三嶺墾ぐヒを受1ナ襲そぴ）後の筆ほぼ

1都露血き機態にもどつ書冊時襲細墨笠犠こ望熱の1　昌が完糸霞1．〆た一一一

と考愛．た方が，よ1）期理的である．

臨．惣地域の類似爆

　ここで類似岩という¢〉は，プ享：ξトクラスチック組織を

持つノ畿花醐岩を指すことにする．この種の花騰鳩に対・す

るわが瞬最初の著名な研1究は，いわゆる鹿旛£ミ韓ナイト

様岩に関する杉ll、1隆二二に、よるものである（杉薩1，1欝灘，

王！擁葉、）櫛難。　その際塁同岩の 丁部が費燃の種融岩石であ

ることが確かめられて以遜　この業石は，プ繋トクラス

チック花嶽岩の代幾背の蕊つとみ癒され，現在震で多く

の概究が続けられてい恐（たとえば，鷺総繍獅雛，鷺難鑓

，施弾照，欝鐙曇〉）．杉乳L懸その後，熊本県の竜峯出地

域の’糞ナでト様花崩燐に関し、ても茸滞細なデータを発表

L・（杉山声漁騒）欝匙　鳶幾後になつて，碧f潟県擁ヒ期三の葵蓬雄駕

国片麻岩類の一邑誓暮（？）の類似嚢にも星跡を残してい蒸

（案癖．1、1盤講原さ1瀞瓢）鱒箒

／3一一（餐嬬〉



、織ノ圷業，1鰐薬．蚤鐘学月韓蝦　（霧ぎ！　響　鐸ぎ2・1警）

　その頃から，他の地域でも似たようぬ糞例が知られるよ

うにな〆二）た。たとえ／ず，　ll立」趨プざの雛三籟籍生才鷺繍誘（購ぐ1碧

玉嚢s風）蕪）勢二iヒ」二山美繊の誉く．、ヒ璽二岡燃ま（顛孫内・漢1，生静54）1落1

讐顛祭，ユ嚢暮繕））雪1顯1鶉グ）叢巣1頼／i捧濤一造審捧グ）三．そ竜ゲ鰐或岩馨籔の一

部（市川他，！鰯凶，飛駒．L縫の船津花崩婦（野沢，緯

難嚢）鋤あるいは舞鶴帯の圧砕花／轟、1．羅（猪沐噸、ll三1・服部．

欝5鋤撫などがある．さらに育製蒙鐸欝では，太縫三1切花1、幾拷．｝

などがあ夢，最近では，朝1三1山塊（測内・酷津，／鱗3）勲

や1一1．1形県湯沢市南方（大沢，未公表）でもみいだされて

いるζ、

　以、熱の諸例の峯くは，姪威帯の中にみられるか，いわ

ゆる壕韓・遣帯1こ沿つてみら嚢隻、るものが多い。そして戴も1大

規模に発達する鹿撫ミ雛ナィ冒譲嚢は，変成帯で，しか

も顕著な構造線に沿つて露拙してい愚．こういつた分布

は，プ雛／・クラ、スチヴク組縞楚の成1強を；考えれば当然のこ

とである、

マ．結　　慧

　い象まで記述してきたこと、一簡単、に取りまとめると次

騨1）よ1う／こなる、

　覇神岳花磯璽類は，1粒の石英閃緑燐譲の渥，体と，粗

粒のアダメ1窪岩質の鳶、1体と紅区別すること力弦できる．砺

者はこの順序で，絹ついで貫入した．後罐勃炉、入する際，

前護，愈まだ完全には醐結していなかつた業、のと思われ

る、，

　ついで，聡晃熱の岩｛本グ）ペグ学タイ／・講胡初轄韓に委南陣萎か

ら北茜方への方向圧が加わり圧砕作用を．受け，プ雛ト

クラ、スチヅク糸亘績是が爾鞠慮さ鳶L費そぜ）ために，麟認在摂みらオL

るような琴愈レ・麟嘱箏め＆盤二宝じゾ謡雛

　餐　ドで舞見、察づ唖る舷，轡凝1二笹）窒鯛鐙鋭講吻と，鼎三撚蕪蓉三碁諺後瓢

酷出した細粒鉱物と力斌、別され，後籔は，綱欝に比較す

ると，よ麟低濾』で安定な鉱物群である、、

　そして，その他び）種々な諸条件を考慮、する、と，細粒鉱

讐勢はき卸」噸三の翻麹物が1罪ll．娯し．・た＊糀穆嘗繊／lニヒ董鮫してき　、よ1）1箋鳶黛

に貫入して後に離煮民．たもぴ）と考えられ嶺。

　蜘たプ糞トクヲ．スチック組織は，貫。入の途上で生じた

ものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭軍翼37誉盆6月露周蔓）
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